
 

麻しんは麻しんウイルスによって起こる非常に感染力の強い病気で、麻しんに対して免疫力を持た

ない方が感染した場合は、ほとんどの方が発症するといわれています。 

本市においても、第２４週までに１３件の報告があり、第１５週から報告数が増えています。 

麻しんの初期の症状は発熱や咳、くしゃみなどで 

風邪と似ているため、麻しんと気づかないまま通学や 

通勤をしてしまうと、周囲に感染させてしまう可能性 

があります。 

周囲で麻しんの発生があったり、ご自身が麻しんに 

かかったと思う場合は、行動等にも注意しましょう。 

医療機関を受診する際も、事前に連絡をするようにしましょう。

平成２１年６月８日（月）～６月１４日（日）〔平成２１年第２４週〕の感染症発生状況 
第２４週で報告数の多かった疾病は、１）感染性胃腸炎 ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）伝染性紅斑の順となってい

ます。伝染性紅斑の報告数が２週連続で増加し、特に市内北部の医療機関からの報告数が多くなっています。過去５年平均の約
２倍と多くなっていますので今後の発生動向には注意が必要です。

発行 川崎市健康福祉局健康安全室・衛生研究所・各区保健福祉センター（保健所） 

区 電 話 区 電 話 開設時間 

川崎区 ０４４－２０１－３１８９ 宮前区 ０４４－８５６－３２１７ 

幸 区 ０４４－５５６－６７１５ 多摩区 ０４４－９３５－３２１７ 

中原区 ０４４－７４４－３１０４ 麻生区 ０４４－９６５－５２１８ 

高津区 ０４４－８６１－３３４１   

平日 

8：30～17:00 

川崎市健康福祉局健康安全室    電話０４４－２００－２６９２ 

                     FAX０４４－２００－３９２８ 
２４時間受付 

感染性胃腸炎発生状況（３年間）
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A群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況（３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

  

  

 

 

 

   

 

    

  

 

今、何の病気が流行しているか！

春から夏は麻しんが流行する季節です。 

新型インフルエンザ以外の病気にもご注意を！！ 

第２４週報告数第２位 

第２４週報告数第１位 

新型インフルエンザに関する相談は発熱相談センターへ 

川崎市区別の麻しん発生状況（診断週別集計）
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